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六
月
定
例
活
動 

京
都
大
作
戦
の
森
の
整
備 

活
動
日 

 

六
月
十
五
日
（
日
） 

曇 

活
動
時
間 

九
時
二
十
五
分
～
十
三
時
三
十
分 

活
動
場
所 

天
ケ
瀬
森
林
公
園 

参
加
者 

 

会
員
十
二
名 

 

 

ど
ん
よ
り
と
重
く
広
が
っ
た
雲
、
今
に
も
降
り
そ
う
で

降
ら
な
い
雨
、
１
０
０
％
に
近
い
湿
度
、
夕
暮
れ
の
よ
う

に
少
し
薄
暗
い
朝
だ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
森
林
公
園
の

樹
々
は
緑
深
く
水
滴
を
た
た
え
鬱
蒼
と
し
て
い
た
。 

な
の
で
、
い
つ
も
よ
り
五
分
ほ
ど
早
く
始
ま
っ
た
。
残

念
な
報
告
が
あ
っ
た
。
吉
冨
さ
ん
が
ご
家
族
の
都
合
で
一

旦
退
会
す
る
と
の
こ
と
だ
。
ま
た
戻
っ
て
来
ら
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
る
。 

会
長
を
中
心
に
参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
は
、
京
都
大
作
戦

の
森
で
草
刈
り
を
す
る
と
と
も
に
モ
ミ
ジ
の
実
生
の
採

集
を
行
な
っ
た
。
二
十
本
以
上
の
実
生
が
採
集
で
き
、
み

ん
な
の
自
宅
で
育
成
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
昼

休
憩
を
は
さ
み
、
京
都
大
作
戦
の
森
で
地
拵
え
（
じ
ご
し

ら
え
）
を
各
自
行
な
っ
た
。
土
を
ほ
ぐ
し
、
杭
を
打
ち
、

枯
葉
を
集
め
て
十
ヶ
所
ほ
ど
作
成
し
た
。
冬
の
植
樹
が
楽

し
み
で
あ
る
。 

別
動
隊
と
し
て
小
林
会
員
は
じ
め
三
名
は
、
朝
礼
直
後

か
ら
三
十
分
ぐ
ら
い
で
椎
茸
の
ホ
ダ
木
を
仮
伏
せ
か
ら

本
伏
せ
（
伏
せ
込
み
）
を
行
な
っ
た
。 

ま
た
昼
休
憩
後
に
、
上
田
会
員
、
水
野
会
員
が
ダ
ム
の

水
道
の
検
査
を
行
な
い
、
小
林
会
員
が
林
道
突
き
当
り
の

植
樹
し
た
サ
ク
ラ
の
防
鹿
ネ
ッ
ト
の
補
修
を
行
な
っ
た
。 

地
拵
え
作
業
の
途
中
に
、
久
し
ぶ
り
に
参
加
し
た
三
宅

会
員
と
い
っ
し
ょ
に
カ
ケ
ヤ
を
取
り
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、

倉
庫
を
開
け
る
な
り
「
素
晴
ら
し
い
、
き
れ
い
に
整
頓
さ

れ
て
い
る
！
」
と
び
っ
く
り
感
激
し
て
い
た
。 

工
具
担
当
の
岡
本
会
員
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
こ
の

整
理
整
頓
を
会
員
み
ん
な
で
共
有
す
る
と
と
も
に
フ
ォ

レ
ス
タ
ー
う
じ
の
当
た
り
前
に
し
た
い
。 

（
記 

木
曽 

宗
統
） 

 
ホームページ：https://forester.foresteruji.org 森林ボランティア フォレスターうじ 

モミジの実生 モミジの実生採集 

地拵え 椎茸ホダ木の本伏せ 

https://forester.foresteruji.org/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

六
月
臨
時
活
動 

喜
撰
山
ハ
イ
キ
ン
グ
と
倒
木
処
理 

活
動
日 

 

六
月
一
日
（
日
） 

活
動
時
間 
九
時
～
十
五
時 

活
動
場
所 
喜
撰
山
、
天
ヶ
瀬
森
林
公
園 

参
加
者 

会
員
六
名 

 

五
月
定
例
活
動
後
の
話
し
合
い
で
提
案
の
あ
っ
た
喜
撰
山
へ
の

ハ
イ
キ
ン
グ
に
行
っ
て
き
た
。
下
見
で
は
喜
撰
山
の
登
山
道
で
多

く
の
倒
木
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
処
理
も
行
う
こ
と
に
し
た
。 

直
前
ま
で
小
雨
が
降
っ
た
が
、
午
前
中
は
曇
り
で
午
後
か
ら
日

が
さ
し
て
き
た
。
喜
撰
山
は
ハ
イ
キ
ン
グ
同
好
の
志
が
看
板
や
マ

ー
ク
を
つ
け
て
い
る
が
、
最
近
は
手
入
れ
が
さ
れ
ず
、
倒
木
が
多

い
。
歩
き
や
す
く
な
る
よ
う
に
処
理
を
し
な
が
ら
頂
上
を
目
指
し

た
。
頂
上
か
ら
の
展
望
は
乏
し
い
が
、
木
の
間
か
ら
喜
撰
山
ダ
ム

が
見
え
る
。
全
国
的
に
も
珍
し
い
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ダ
ム
な
の
で
、

も
っ
と
有
名
に
な
っ
て
ほ
し
い
も
の
だ
。 

帰
り
は
倒
木
処
理
の
お
か
げ
で
ス
ム
ー
ズ
に
歩
く
こ
と
が
で

き
、
気
持
ち
よ
か
っ
た
。
途
中
、
槇
尾
山
展
望
台
で
一
服
し
て
、

周
辺
の
間
伐
を
行
い
、
展
望
台
か
ら
宇
治
川
が
見
え
る
よ
う
に
な

り
、
見
晴
ら
し
が
よ
く
な
っ
た
。
も
っ
と
多
く
の
人
が
訪
れ
る
場

所
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
た
。
参
加
の
皆
さ
ん
、
倒
木
処
理
お

疲
れ
さ
ま
で
し
た
。 

（
記 

林 

幸
広
） 

  

六
月
臨
時
活
動 

京
都
大
作
戦
の
森
の
整
備 

活
動
日 

 

六
月
七
日
（
土
） 

活
動
時
間 

九
時
三
十
分
～
十
二
時 

活
動
場
所 

天
ヶ
瀬
森
林
公
園 

参
加
者 

会
員
三
名 

 
 

来
春
の
植
樹
予
定
地
と
し
て
、
京
都
大
作
戦
の
森
の
整
備

を
行
っ
た
。
残
す
木
、
切
る
木
の
選
別
。
木
や
下
草
を
切
り

刈
る
。
植
え
る
場
所
の
選
定
と
穴
掘
り
。
三
つ
の
作
業
を
行

っ
た
が
、
ま
だ
ま
だ
整
備
必
要
で
、
後
日
の
作
業
と
な
る
。 

ニ
ガ
イ
チ
ゴ
、
サ
ル
ト
リ
イ
バ
ラ
の
ト
ゲ
ト
ゲ
に
引
っ
掛

か
り
な
が
ら
の
作
業
だ
っ
た
。
ニ
ガ
イ
チ
ゴ
は
赤
い
実
を
付

け
美
味
し
そ
う
で
、
二
、
三
個
頂
い
た
。
ほ
ろ
苦
さ
を
残
す

も
、
小
生
に
は
甘
く
美
味
し
か
っ
た
。
来
春
植
樹
す
る
木
は
、

果
実
を
付
け
る
木
な
ど
も
考
え
た
い
と
の
会
長
コ
メ
ン
ト
。

植
え
る
希
望
の
木
あ
れ
ば
、
会
長
ま
で
連
絡
を
お
願
い
致
し

ま
す
。 

（
記 

隅
田 

芳
男
） 

 

 

   
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

        

今
後
の
活
動
の
案
内 

令
和
七
年
七
月
定
例
活
動 

 
 

七
月
二
十
日
（
日
）
天
ケ
瀬
森
林
公
園 

・
天
ケ
瀬
森
林
公
園
の
森
林
整
備 

  

会
員
募
集
の
お
知
ら
せ 

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
う
じ
は
い
つ
で
も
会
員
募
集
中
。 

先
ず
は
一
日
体
験
か
ら
ど
う
ぞ
。
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

入 

会 

金 

千
円 

 

年 

会 

費 

二
千
円 

活 

動 

日 

毎
月
第
三
日
曜
日 

活
動
場
所 

天
ケ
瀬
森
林
公
園 

 （
会
報
担
当 

田
中 

一
夫
） 

 

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
う
じ 

 
 

事
務
局 

 
 

林 

幸
広 

方 

℡
〇
九
〇―

三
二
八
〇―

五
五
九
五 

間伐処理 

ニガイチゴの実 

天ヶ瀬森林公園で

見られたキノコ 


